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中国裁判所の知的財産権案件の法律適用に関する
年次報告（2025）（不正競争防止など案件の要旨）

先頃、中国最高裁判所は中国裁判所の知的財産権案件の法律適用に関する年次報告（2025）

を発表した。不正競争防止などに係わる一部の案件の判決要旨を以下のとおり紹介する。

1. 専利権の返還は技術秘密侵害案件における侵害停止の責任の取り方

【判決要旨】行為者が許可を得ずに他人の技術秘密について専利を出願し、かつ当該専利

の技術案に対して実質的な技術的貢献をしていない場合、当該専利出願権又は専利権は法

により返還されるべきである。技術秘密の権利者が技術秘密侵害紛争案件において、専利出

願権又は専利権の帰属を明確に主張しないものの侵害停止を請求している場合、裁判所は説

明の上で、侵害停止の責任の取り方として専利出願権又は専利権の返還を言い渡すことができる。

2.刑事・民事責任を問われる営業秘密侵害案件における民事権侵害認定と共同侵害責任の

分担

【判決要旨】1.営業秘密侵害民事紛争案件において、刑事訴訟と民事訴訟では立証基準

などが異なる。検察による不起訴決定又は捜査機関による案件取下げ決定は、必ずしも民事

での侵害が成立しないことを意味するものではない。権利者が侵害事実の「高い蓋然性」を

立証し、かつ被疑侵害者が反証を提出しない場合、裁判所は営業秘密の民事での侵害行為の

成立を認定することができる。2.営業秘密の共同侵害案件での賠償責任は、主観的な故意、

行為の情状、地位や役割などの要素を総合的に考慮し、各侵害者の責任を具体的に認定

すべきである。悪意が明らかで、侵害を主導し、主要な利益を得た主たる侵害主体について

は、法により権利者の損失に対する全部の賠償責任を負わせることができる。過失の程度が軽く、

関与度が低く、補助的な役割を果たしたに過ぎない二次的な侵害主体については、一定の範

囲内で連帯賠償責任を負わせることができる。

3.業界団体による事業者の独占行為の認定

【判決要旨】業界団体が、その設立、招集、指導、計画、操作、指示、発起などの行為を

通じて、独占協定の締結又は実施の決定的又は主導的役割を果たした場合、独占禁止法で禁

止されている行為に該当し、業界団体が当業界の事業者を組織して独占行為を行ったと認定

されるべきである。

4.初回商業利用の期間経過抗弁の審理

【判決要旨】被疑侵害者が案件に係わる集積回路配置図設計が法定要件を満たさないと主

張する場合、裁判所は当該配置図設計が法的依拠を有するか、侵害訴訟において保護を受

けるべきかなどを法により審査することができる。記録上の証拠に基づき、案件に係わる配

*（タイトルをクリックするとリンクが表示されます。）

https://www.court.gov.cn/zixun/xiangqing/498011.html
https://www.court.gov.cn/zixun/xiangqing/498011.html
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置図設計の登録申請日が初めての商業利用の日から2年以上経過し、『集積回路配置設計保

護条例』第17条に定める登録要件を満たさない場合、裁判所はこれを保護しない。

5.技術契約の性質及び訴訟提起理由の審査と判断

【判決要旨】当事者が締結した契約に、加工請負、建設工事の内容、並びに一方当事者が

技術的知識をもって相手方の特定技術問題を解決するための技術サービス内容が含まれてお

り、双方の係争の主要内容が技術サービスの履行である場合、訴訟提起理由は技術サービス

契約に係る紛争と確定されるべきである。

6.「内部者と外部者の共謀型」の営業秘密侵害行為及び違法所得額の認定

【判決要旨】外部者が高額報酬、上級職などの条件で営業秘密権利者の従業員又は競業避

止義務を負う者を誘いこんで営業秘密を取得させ、守秘義務を負う行為者が職権上の便宜を

利用して、合法的に知り得又は保有する営業秘密の内容を開示し、あるいは他人の不正使用

を許可する行為は、営業秘密侵害行為に該当する。秘密保持義務に違反して営業秘密を売却

していることを知りながら、なおその技術案の調整・改良を支援する行為は、営業秘密侵害

罪の共犯に該当する。営業秘密の開示、又は他人への使用許可により得た顧問料、サービス

料、指導料などの財産又はその他の財産上の利益は、いずれも違法所得に該当する。
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『専利紛争の行政裁決・調停に関するガイド
　ライン』が意見募集

  先頃、中国国家知識産権局が『専利紛争行政裁決・調停に関するガイドライン（意見募

集稿）』を発表し、一般からの意見募集を開始した。

  同ガイドラインは『専利紛争行政裁決・調停弁法』の付属文書として、「専利権侵害紛

争の行政裁決」と「専利紛争の行政調停」からなり、法に基づく行政の推進、専利権者及

び社会公衆の合法的権益の保護、専利紛争の行政裁決及び調停業務の規範化を目的としている。

「専利権侵害紛争の行政裁決」は、重大な専利権侵害紛争の行政裁決、医薬品専利紛争の

早期解決メカニズムの行政裁決、専利紛争行政裁決に関する行政訴訟などの7つの章、「専

利紛争の行政調停」は、専利権帰属紛争、発明者又は考案者の署名権限紛争、報酬紛争、

専利オープンライセンス実施紛争の行政調停など9つの章から構成されている。

  今回の意見募集稿は、改正専利法及びその実施細則や『専利紛争行政裁決・調停弁法』

等の新たな制度の実施、専利権侵害判断の実質的要件の明確化やその他の関連規範の更な

る 改 善 を 含 む 案 件 処 理 の 実 質 規 範 の 改 善 、 書 類 の 簡 素 化 、 手 続 の 合 理 化 、 受 理 ・ 案 件 登

記・調査立証手続の最適化、回避・秘密保持等の関連規定の改善などを含む案件処理手続

の最適化について詳細に規定している。

https://www.iprchn.com/cipnews/news_content.aspx?newsId=146941
https://www.iprchn.com/cipnews/news_content.aspx?newsId=146941
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中国最高裁判所知的財産権法廷判決要旨（2025）

先頃、中国最高裁判所知的財産権法廷が『最高裁判所知的財産権法廷判決要旨（2025）』

を公表した。ここでは専利権付与・確認案件の判決要旨の一部を紹介する。

1.遺伝子工学専利における開示の十分性の判断

  【判決要旨】微生物遺伝子工学分野において遺伝子過剰発現により得られた「工程菌株」に

係る特許について、その合成産物が既知の菌株又は工程と明確な関連性を有し、かつ明細書に

記載された保存菌株、先行技術で公開された遺伝子配列、機能検証等により技術案の実施可能

性を証明できる場合、通常、明細書の開示は十分であると認定できる。

2.マーカッシュクレームの補正が範囲を超えるか否かの判断

  【判決要旨】マーカッシュクレームを明細書に明確に記載し、かつマーカッシュクレームの

保護範囲に含まれる具体的化合物に補正することは、マーカッシュ要素の任意の削除には該当

せず、一般的に、当該補正は元の明細書及びクレームの記載範囲並びに専利権の保護範囲に対

する公衆の合理的予期を超えないものであるため、認められるべきである。

3.タンパク質配列変異体に係るクレームが明細書により裏付けられているか否かの判断

  【判決要旨】タンパク質配列変異体に係るクレームについて、当業者が明細書に開示された

内容と先行技術で開示された関連タンパク質の構造と効果の関係に基づき、変異の部位、数、

効果の間の規則的な特徴をまとめることができ、かつ当該規則的特徴に基づき当該クレームを

合理的に総括できる場合、明細書により裏付けられていると認定できる。

4.必須技術的特徴の欠如の判断

  【判決要旨】クレームが必須技術的特徴を欠いているか否かの判断は、クレームに対して

合理的かつ発明の目的に合致して解釈を行うべきである。当業者が発明の目的、明細書及び図

面に基づき、クレームに限定された技術的特徴から唯一の合理的選択を導き出せる場合、クレ

ームがその明確に記載されていない唯一の選択可能な技術的特徴を欠いていると認定すること

は、一般的に不適切である。

5.異なる技術案の優先権の個別確認

  【判決要旨】異なるクレームで限定された技術案、及び同一クレームで限定された並行する

技術案の優先権の有無は、個別に確認すべきである。独立クレームが優先権を有する場合で

あっても、その従属クレームは必ずしも同一の優先権証明書に基づき優先権を有するわけではな

く、当該従属クレームの優先権の有無については、法により個別に確認すべきである。

6.職権による国内優先権の確認

  【判決要旨】専利の無効審判において、専利が「みなし取下げかつ未公開」の第一回出願に

基づく国内優先権を主張する場合、無効審判請求人が提出した対比文献が先行技術又は抵触出

願に該当するか否かは、当該専利の国内優先権の有無を前提とする必要があり、即ち国務院専

利行政部門が職権により当該国内優先権書類を用いて国内優先権の有無を確認することができ

る。ただし、当事者には反対尋問と意見陳述の機会を与えなければならない。

https://www.court.gov.cn/zixun/xiangqing/498161.html
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7.先行技術を否定する場合の立証責任

【判決要旨】当事者が、関連技術案が実在しないことを証明できず、またその実施が不可能

であることを証明できない場合において、一部の実験データに更なる確認が必要などの瑕疵が

あることのみを理由に当該技術案が先行技術ではないと主張する場合、一般的に支持されない。

8.先行技術の認定基準、ウィチャットモーメンツ情報が先行技術になることの立証責任

【判決要旨】1.先行技術又は既存デザインの認定は、専利出願日前に当該情報が既に不特定

の公衆が入手可能な状態にあったか否かを基準とすべきであり、入手の可能性があることのみ

をもって先行技術又は既存デザインになると認定してはならない。2.ウィチャットモーメンツ

に投稿された情報が先行技術又は既存デザインになるか否かの判断は、ウィチャットモーメンツ

情報投稿メカニズム、投稿者の具体的状況、情報の具体的内容、投稿方法及び投稿時期、当該

投稿者のウィチャットモーメンツの主な用途などの要素を総合的に考慮し、当該情報が専利出

願日前に不特定の公衆が入手可能な状態にあったか否かを基準として判断すべきである。専利

無効審判請求人が当該ウィチャットモーメンツについて主に商業目的で使用されていることを

証明した場合、当該ウィチャットモーメンツの内容は不特定の公衆が入手可能な状態にあったも

のと初步的に推定できる。ただし、専利権者が当該ウィチャットモーメンツの内容が未公開又

は特定の者のみに公開されたことを証明する反証を提出した場合はこの限りでない。

9.更に優れた効果を証明する補足実験データの許容条件

【判決要旨】専利権者が補足実験データを提出し、専利技術案が先行技術に比べて更に優

れた技術効果を有することを証明しようとする場合、当業者が技術案間の関係、技術効果の検

証方法などの要素を総合的に考慮し、この更に優れた技術効果が元の専利出願書類に暗示され

ていることを合理的に確信できるときは、当該補足実験データを許容することができる。

10.名称の異なる技術的特徴は異なる技術的特徴になるか否かの認定

【判決要旨】専利クレームの特定の技術的特徴と先行技術に最も近い対応する特徴が名称は

異なるものの、構造の設計、作動原理、製造工程、機能、用途及び効果などに実質的な差異が

ない場合、当該特定の技術的特徴は異なる技術的特徴にならないと認定できる。

11.複数の組成物含有量に係わる技術内容の技術的特徴の認定

【判決要旨】クレームにおいて数値又は数値範囲で限定された複数の組成物含有量の技術内

容について、各組成物間で相乗作用があることを明細書に明確に記載又は暗示されていない場

合、進歩性判断において、異なる組成物含有量を全体として一つの技術的特徴として考慮する

ことは一般的に適切ではない。

12.「発明の特徴」の技術的示唆の認定

【判決要旨】当業者が発明の構想を直接表現し、又は実際に解決しようとする課題を直接解

決する区別される技術的特徴を「容易に想到できる」か否かを判断する際、先行技術にこれに

対応する示唆がなく、またこれに関する公知の常識もない場合、客観的根拠がない状況におい

て、当該区別される技術的特徴が「容易に想到できる」と認定することは適切ではない。
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13.進歩性判断における「容易に想到できる」ことの認定

【判決要旨】クレームの特徴部分が全て最も近い先行技術に対して区別される技術的特徴に

なり、かつ当該区別される技術的特徴が先行技術で公開され、又は当該分野の常用手段若しくは

公知の常識に該当する証拠がない場合、当業者が上記の区別される技術的特徴を容易に想到で

きると直接認定することは一般的に適切ではない。

14.技術的示唆の総合的判断

【判決要旨】先行技術からの技術的示唆は、具体的な応用場面と技術的効果を踏まえて総合

的に判断すべきである。先行技術が開示する技術内容が本件専利の解決しようとする課題に関

係せず、先行技術におけるその作用も本件専利における区別される技術的特徴の作用と異なる

場合、先行技術に対応する技術的示唆があると認定することは一般的に適切ではない。

15.改良の動機の認定

【判決要旨】専利が実際に解決しようとする課題が、当業者が周知し解決を期待する技術的

問題であり、かつ先行技術が、区別される技術的特徴を最も近い先行技術に適用することによっ

て当該技術的問題が解決できる示唆を与えている場合、当該区別される技術的特徴と最も近い

先行技術の組み合わせが一定程度、最も近い先行技術の他の技術的効果を弱めたり、影響を与

える可能性があったとしても、必ずしも当業者に改良の動機がないことにはつながらない。

16.化合物の用途専利の進歩性判断における最も近い先行技術の選択と技術的示唆の認定

【判決要旨】「三歩法（3ステップメソッド）」を用いて化合物の用途専利のクレームの進

歩性を判断する際、先行技術に開示された化合物の数が多く、かつ特定の化合物の薬理活性が

検証されていない場合、当業者が特定の化合物を研究開発の出発点として選択することは当然

ではなく、当該特定の化合物を最も近い先行技術としたとしても、技術的示唆の判断に際して

は、当業者が当該特定の化合物を選択する際に直面するであろう不確実性を十分に考慮しても

よい。

17.化合物分野の進歩性判断における予測できない技術的効果の認定

【判決要旨】特許出願の技術案が、ある疾患に対する治療効果が出願日以降に承認された世

界初の当該疾患治療薬の効果と同等である場合、当該治療効果は特許出願が予測できない技術

的効果をもたらすか否かを判断するための重要な考慮要素となり得る。

18.化合物の結晶形に係わる専利の進歩性判断における技術的効果の考量と立証責任

【判決要旨】1.既知の化合物の結晶形に係わる専利の進歩性判断は、原則として予測できない

技術的効果をもたらすか否かを考慮すべきである。また、当該予測できない技術的効果は、原

則として化合物の安定性、バイオアベイラビリティなどの医薬品の特別の効果であり、単純な

機械的強度、融点、溶解度などの物理化学的効果ではない。2.専利無効審判において、化合物

の結晶形が予測できない技術効果をもたらすことの立証責任は専利権者が負う。

19.信義誠実原則違反を専利無効理由として具体的に適用する場合

【判決要旨】信義誠実原則違反により専利権が無効となる情状は、主に専利出願人又は専利

権者が専利技術案に対し不正を行った場合である。無効審判請求人が、専利権者が自身の知的
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業績を盗用して専利を出願したことが専利法施行細則第十一条に違反するという理由のみで専

利権の無効を請求する場合、原則として支持しない。こうした紛争は本質的には専利権帰属紛

争、発明者署名権紛争などの民事紛争に属し、法に基づき別途解決されるべきである。

20.補強証拠の認定

【判決要旨】専利権確認に係わる行政案件において、無効審判請求人が提出する補強証拠

は、専利無効審判行政審査において既に採用された証拠の証明力を強化又は支持するためのも

のでなければならない。いわゆる補強証拠が、専利権が無効とされるべき新たな事実又は理由

を証明するためのものである場合、当該証拠は行政決定の審査範囲を超えるものであり、かつ

請求人は別途無効審判を請求することができるため、裁判所は一般的にこれを審査しない。

21.専利権確認案件の利害関係人の判断

【判決要旨】専利権者の許諾なく専利技術案を実施することができない者であって、専利権

無効審判請求人でない者は、専利権確認行政行為の利害関係人には該当せず、専利権確認訴訟

を提起する資格がない。
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  スマート技術で電力網の安全性を確保し 
人々に涼しい夏を

  最近、各地で夏季の電力使用ピーク期を迎え、電力供給の安定に対する圧力が高まり続けて

いる。AI技術は徐々に大規模な実用段階に入り、電力網の運用・制御を全面的に強化し、夏場

のエネルギー保障のための重要な支えとなっている。

  近年、マシンビジョンに基づくスマート巡検システムやAI配電制御システムが全国で幅広く導

入されている。江蘇省の姑蘇換流所では、スマート巡検ドローンがライダー、高精細カメラ、

赤外線探知機を搭載し、166の固定飛行経路に従って全自動巡検を実施している。高所にある

計器盤のデータを正確に読み取り、温度変化を捉えることができる。天津市のある地下ケーブ

ルトンネル内では、四足歩行ロボット犬が4時間以上連続で作業を実行し、1回の巡回で2キロ

メートルのトンネルをカバーすることができ、その効率は人間による作業の5倍である。

  電力網の「安定基盤」かつ「スタビライザー」として、石炭火力発電は供給の安定と調整の

二つの役割を担っている。「従来型エネルギーの発展において、AIはすでに多くの面で比較的

成熟した応用価値を示し、一定の成果を上げている」と、華中科技大学エネルギー動力工程学

院の譚鵬准教授が紹介した。

  譚鵬准教授は、「スマート燃焼技術は運転パラメータを科学的に調整することで、不安定

な燃焼による負荷制限や計画外の停止を効果的に回避し、石炭火力発電ユニットの安定した高

効率な運転を実現する」と説明し、従来の設備保守は定期的なメンテナンスや担当者の経験に

頼る部分が大きかったが、現在のAI技術は設備の故障予測とスマート警告において、「事後対

応」から「事前予測」への一貫したシステムを構築できると述べた。

  仮想発電所（VPP）も、ピーク時の電力供給圧力を緩和し、電力網の制御を最適化する重要

な手段となっている。デジタル・スマート化された管理方法により、各地に点在する太陽光発

電設備、蓄電設備、EV充電施設などを統合し、電力網全体の需給状況を結びつけて科学的か

つ柔軟に負荷調整を行う。粤港澳大湾区（広東・香港・マカオグレーターベイエリア／GBA）

の三つの主要なデータセンタークラスターは仮想発電所プラットフォームに接続した後、電力

スポット市場での取引参加に成功し、「算随電動」の動的な連携を実現した。

  地球規模の気候変動の影響が強まるにつれ、夏季の高温や豪雨などの異常気象が頻発し、電

力システムの安全運転に難題がもたらされている。専門家は、電力網のリスク耐性や緊急対応

能力を高める面において、AI技術にはまだ改善の余地があり、技術統合と実用化をさらに深め

る必要があると指摘する。

  譚鵬准教授の見解では、電力のスマート化は新設の発電ユニットやモデルプロジェクトに

だけ注力するのではなく、既存の設備や遠隔地への技術普及にも目を向け、「スマート化の格

差」が生じて電力供給の公平性が損なわれるのを避けるべきだという。AIの導入にあたって

は、一度に全てのデジタル化・スマート化への投資をする必要はなく、投資回収期間が短

http://finance.people.com.cn/n1/2026/0604/c1004-40733945.html
http://finance.people.com.cn/n1/2026/0604/c1004-40733945.html
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く効果の出やすい軽量スマートモジュールを優先的に導入すべきであり、「小さな一歩を素早

く繰り返す」という漸進的なアップグレードによって、信頼性を高めることが重要だと述べて

いる。

譚鵬准教授はさらに、大学や研究機関はスマート発電関連の専門教育を強化するとともに、

発電所の現場技術者を対象に日常的かつ的を絞ったトレーニングを実施し、発電分野における

AIの応用方法を習得させることを提案している。
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  ワンクリックで生成 AI音楽が供給過多 
著作権問題が注目を集める

  毎日数多くの新曲がリリースされる中で、AIがオンライン音楽業界に与える衝撃は人々の想

像をはるかに超えている。同時に、「AIによる楽曲リミックス」や著作権の境界の曖昧化など

の問題が跡を絶たない。これに対し、業界専門家は、プラットフォームは速やかにコンプライ

アンス審査の仕組みを構築すべきであり、「単にツールを提供しただけだ」という理由で責任

を免れることはできないと指摘する。

AIがオンライン音楽業界の構造を変える

  5月13日にテンセントミュージックが発表した2026年第1四半期決算報告によると、日々の

新曲に占めるAI生成楽曲の割合が増加し続けており、AIツールがコンテンツ供給を拡大する重

要なエンジンとなっている。

  AI音楽は突如として現れたわけではない。2025年末には、酷狗（Kugou）のAI歌手「大頭

針」が人気を博し、現在のフォロワー数は132万人を超え、曲の総再生回数は5億回に達した。

今年3月には、周杰倫（ジェイ・チョウ）が新アルバム『太陽の子』をリリースし、TikTokや

BilibiliなどでAIカバー曲ブームを巻き起こし、一部のAIカバー動画の再生回数はオリジナル

MVを上回るものであった。データによると、2025年に、AI音楽生成ツールSunoのユーザー

が毎日合計700万曲以上を生成したという。

  AI音楽技術のうねりを受け、中国三大オンライン音楽プラットフォームが相次いで追随

している。字節跳動（バイトダンス）傘下の「汽水音楽」は、ユーザーがワンクリックでAI曲

を生成できる機能をいち早くサポートし、多くのAI歌手の登場を促した。テンセントはAI音楽

アプリ「未音」をリリースし、百万曲のAI楽曲ライブラリを無料で提供している。網易雲音楽

（NetEase Cloud Music）は「百万元賞金のAI音楽制作コンテスト」などのイベントを通じて

AI制作を模索している。

楽曲数は大幅に増えたが、リスナーがほとんどいない

  AI技術は音楽制作のハードルを下げ、一般の人でもヒット曲を作れる可能性をもたらした。

ポスト95世代（1995~1999生まれ）の若者・楊平氏（ユーザー名：Yapie）は制作経験がまっ

たくなかったが、DeepSeekで歌詞を生成し、AI作曲ツールを組み合わせることで、『七天恋

人』の作詞・作曲・編曲・ミックスダウンまでの全工程をわずか2時間で完了させた。この曲

は甘いメロディーでインターネットのヒットチャートにランクインし、数万元の著作権使用料

を得た。

  しかし、AI音楽でヒットしたものは結局のところ少数にとどまる。今年4月、フランスの音

楽ストリーミングプラットフォームDeezerは、毎日平均約7万5千曲のAI生成曲が投稿され、

総投稿曲数の約44％を占めるものの、AI生成曲の再生回数は総再生回数のわずか1~3％を占め

るにすぎないと発表した。AIの音楽制作能力は高いが、それを聴く人は少ない。　

https://www.chinanews.com.cn/sh/2026/05-20/10624782.shtml
https://www.chinanews.com.cn/sh/2026/05-20/10624782.shtml
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複数のAI音楽クリエイターが取材に対して、AI音楽の商業化は時期尚早であると語った。

あるアナリストチームは、ショート動画プラットフォームが従来の音楽ストリーミングのユー

ザーを奪っている状況下で、AI生成音楽がユーザーの視聴習慣をより深く変えつつあり、ユー

ザートラフィックや有料転換率にとって脅威になると指摘している。

「ツール」という属性で責任回避はできない

注目すべきは、AI音楽制作において「洗歌」という手法が密かに広まっていることだ。「洗

歌」とは、声やテンポを変え、メロディーを再構成し、音色を差し替えるなどの技術処理を行

い、原曲とは異なる印象を与えつつも、主要メロディー、歌詞の構造、編曲ロジック、さらに

は歌手の声紋を既存作品から直接流用する行為である。

多くのクリエイターは、AIで生成された音楽には著作権がなく、無料で商用利用できると誤

解している。また、「AI音楽収益化」と称する講座も市場に多数出回っており、AIで素早く曲

を生成して利益を得る方法を教えている。

ある弁護士は、AIによる「洗歌」が原作品と実質的に類似する場合、複製権や翻案権など

の著作権の侵害となり、同時に、技術処理された音声から特定の自然人が識別可能であれば、

音声に関する権利の侵害となると述べた。プラットフォームは「単にツールを提供しただけ」

では免責とはならず、侵害を知っていた、または知っていたはずであったが必要な措置を取ら

ず、あるいは積極的に侵害機能を設計した場合は連帯責任を負うため、コンプライアンス審査

の仕組みを確立する必要があると指摘する。

現在、すでに一部の歌手は「洗歌」に対して積極的に対策を取っている。しかし、侵害によ

る混乱を抑止するには、歌手の一方的な声明だけでは不十分である。中国社会科学院大学イン

ターネット法治研究センターの劉暁春主任は、AI音楽侵害の対策は段階的に進めるべきだと提

案する。識別マーク、電子透かし、プラットフォーム審査、クレームの迅速処理といった基本

的なツールをまず確実に実施し、技術やビジネスモデルが急速かつ繰り返しアップデートされ

る領域については、制度の柔軟性を保ち、市場と技術にまず探索させ、発展の中で徐々に基準

を明確にしていくべきだと述べている。
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